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性に対して薬物治療の開始を推奨しているが、本論によれば、 BMD（Bone Mineral Density）が
YAM70％値（Ｔスコア－2.56に相当）で、骨折危険因子をもたない70歳の日本人女性におけるアレ
ンドロネート治療の ICER（Incremental Cost-Effectiveness Ratio）は、$227,905/QALY（Quality-
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